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プラズマを加熱する高周波加熱装置
高周波発振器から波を伝送する管の敷設

JT-60SAのX ITER JapanのX

（国）量子科学技術研究開発機構（QST）

日本が開発した遠隔保守ツール
ITERブランケットの配管プラグ取付けにも適用が決定

QSTが日本のメーカと協力して開発してきた最大４トンのブランケットを把持し、
さらに溶接・ボルト締めできる遠隔保守ツールが評価され、

ブランケットの冷却水配管のプラグ溶接用ツールも製作します！
（プレスリリース R8.6.11）

ジャイロトロンで高周波を作り、その波を導波管でJT-60SAまで伝送し、
プラズマ中に高周波を入射してプラズマを加熱します。導波管１本・

約2mを1/1000精度で100ｍに渡って取り付ける作業を開始しました。

詳しくは

詳しくは

プラグ溶接
ツール

日本が開発した遠隔保守ツールブランケットの
遮蔽ブロック
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https://www.qst.go.jp/site/press/20260611.html
https://www.qst.go.jp/site/press/20260611.html

	スライド番号 1

